
厚生労働省は、外国人の方にも理解しやすい安全衛生教育教材を作成しています。外国人労働者の労働

災害防止にお役立てください。→言語・業種ごとの一覧（裏面）もご確認ください

初めて安全衛生を学ぶ方にも理解できるよう、業種共通と業種・作業別の視聴覚教材（マンガ・動画

教材）を作成しています。

▶教材はこちらから https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/kyozaishiryo.html
▶動画教材（YouTube）のチャンネル登録はこちらから https://www.youtube.com/user/MHLWanzenvideo/

未熟練労働者は、作業に慣れておらず、危険を把握・察知する能力が身についていません。労働災害を

防止するには、雇い入れ時や作業の内容が変わる時点などでの安全衛生教育が重要です。これらの安全

衛生教育に役立つよう、業種別（製造業、陸上貨物運送事業、商業など）の教材を作成しています。

▶教材はこちらから https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000118557.html

外国人労働者向け安全衛生教育教材
を労働災害防止にご活用ください

外国人労働者が技能講習時に専門的用語を理解しやすいよう、技能講習別の補助教材を作成しています。

▶教材はこちらから https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage 11114.html

仮想の作業場における各種危険作業を疑似体験（VR体験）できる体験会を

開催予定（無料）です。開催案内は、厚生労働省のホームページに今後掲載

します。

▶ VRの紹介動画はこちらから https://www.youtube.com/playlist?list=PL1x5ZyAfDI U-uNevLM8hsEdD1OFPOQuK

▶令和２年度の体験会はこちらから https://www.mizuho-ir.co.jp/seminar/info/2020/mhlw-vr-event/index.html

（R3.７）

最大14言語・幅広い業種等に対応しました

マンガ・動画教材

未熟練労働者に対する安全衛生教育マニュアル

技能講習補助教材

VR教材

例）安全な服装のマニュアル：14言語対応

（画像は、日本語・スペイン語・中国語）

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

例）転倒防止の注意：14言語対応（画像は、日本語・英語・ベトナム語）

1 



マンガ・動画教材（●）・未熟練労働者に対する安全衛生教育マニュアル（○）

業 種

言 語

日
本

英 中
国

ベ
ト
ナ
ム

タ
ガ
ロ
グ

カ
ン
ボ
ジ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

タ
イ

ミ
ャ
ン
マ
ー

ネ
パ
ー
ル

モ
ン
ゴ
ル

ポ
ル
ト
ガ
ル

ス
ペ
イ
ン

韓
国

製 造 業

共通 ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ―

飲食料品製造業
素形材産業
産業機械製造業
電気・電子情報関連産業
自動車整備業

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

木材・木製品製造業（作業毎）
窯業土石（作業毎）
鉄鋼業（作業毎）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

運 輸 交 通 業 航空業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

陸上貨物運送業
共通 ○ ― ― ● ― ― ● ― ● ● ― ― ― ―

フォークリフト（作業毎） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

商 業

共通 ○ ― ― ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ―

卸売業・倉庫業（作業毎） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小売業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

保 健 衛 生 業 介護業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

接 客 ・ 娯 楽
宿泊業
外食業

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

清 掃 ・ と 畜
ビルクリーニング業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

産業廃棄物処理業 ● ● ― ● ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

建 設 ― ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

造船・船用工業 ― ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

農 業 ― ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

漁 業 ― ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

業種横断作業毎
危険有害要因毎

食品加工
鋳造
溶接
玉掛け
クレーン
化学物質
化学物質管理

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

技能講習補助教材（■）

技能講習の種類 言 語

フォークリフト運転 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

玉掛け ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

床上操作式クレーン運転 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

ガス溶接 ■ ■ ■ ■ ― ■ ― ― ― ― ― ― ―

車両系建設機械（整地・運搬・積込み用と掘削用）運転 ■ ■ ■ ■ ― ■ ― ― ― ― ― ― ―

車両系建設機械（解体用）運転 ■ ■ ■ ■ ― ■ ― ― ― ― ― ― ―

小型移動式クレーン運転 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

各教材の開発状況（令和３年７月時点）今後も対応言語・業種を拡大します
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令和３年１０月１日

「令和２年度技能実習制度に関する調査」の結果を公表します

～帰国後技能実習生の９５．３％が技能実習が役に立ったと回答～

外国人技能実習機構では、下記の調査を実施し、結果をとりまとめましたので、公表し

ます。

外国人技能実習機構は、今回の調査結果を踏まえ、今後とも、制度の適正・円滑な運用

を図るとともに、広く関係者の皆様に技能実習制度についての理解が深まるよう努めてま

いります。

１ 帰国後技能実習生フォローアップ調査（技能実習生対象のアンケート調査）

技能実習を修了して帰国した技能実習生に対して、帰国後の就職状況や職位の変化、

日本で修得した技術・技能・知識の活用状況などについて調査を実施したものです。

令和２年度の調査対象者は、技能実習を修了した全ての技能実習生のうち、令和２年

10月１日から令和３年１月31日までの間に自国（ベトナム、中国、インドネシア、フィ

リピン及びタイ）に帰国（予定を含む）した15,918人で、うち1,858人の有効回答があり

ました（令和２年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で、技能実習を修了

しても調査対象期間中の帰国が困難となり、多数の技能実習生が調査対象除外となりま

した）。

２ 帰国後技能実習生に対する支援実態等調査（監理団体等対象のアンケート調査）

技能実習生を受け入れている監理団体及び企業単独型実習実施者（以下「監理団体

等」という。）に対して、2019年度に帰国した技能実習生の就職、技能移転に係る支援

のほか、技能実習中の技能実習生の技能等の修得状況などについて調査を実施したもの

です。監理団体等2,708のうち2,555の有効回答がありました。

【調査結果のポイント】

帰国後技能実習生フォローアップ調査

・ 技能実習期間を通じて学んだことが「役に立った」と回答した人は95.3％となって

いる。
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・ 役に立った具体的な内容は、「修得した技能」が76.6％と最も多く、「日本での生

活経験」が71.8％、「職場の規律」が64.5％と続く。

・ 帰国後の就職状況について「雇用されて働いている（22.8％）」、「雇用されて働

くことが決まっている（9.9％）」または「起業している（18.5％）」と回答した人

が合計で51.2％となっている。

・ 従事する仕事の内容は、「実習と同じ仕事（46.2％）」または「実習と同種の仕事

(15.9％）」と回答した人が合計で62.1％となっている。

※ 別添１ 令和２年度「帰国後技能実習生フォローアップ調査」（概要）

帰国後技能実習生に対する支援実態等調査

・ 帰国後の就職状況について「雇用されて働いている（48.9％）」、「雇用されて働

くことが決まっている（7.6％）」または「起業している（5.0％）」と回答した合計

が61.5％となっている。

・ 従事する仕事の内容は、「技能実習と同じ仕事（44.3％）」または「技能実習と同

種の仕事(20.6％）」と回答した合計が64.9％となっている。

・ 帰国した技能実習生の技能移転を進めるために「支援を行った」と回答した監理団

体等は76.7％となっている。

・ 技能移転を進めるための具体的な支援内容は「日本での技能実習の修了証明、在職

証明等の発行」が76.5％と最も多く、「帰国後の就労・起業に関する相談対応」が3

9.3％、「帰国後の就職先の案内や推薦」が38.1％と続く。

・ 現在、本邦に在留する技能実習生の技能実習が「計画どおりに進んでいる」と回答

した監理団体等が95.8％となっている。

※ 別添２ 令和２年度「帰国後技能実習生に対する支援実態等調査」（概要）

【照会先】総務部企画・広報課

担当者：米山、有馬、米原
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1

令和２年度「帰国後技能実習生フォローアップ調査」（概要）

本調査は、技能実習を修了し帰国した技能実習生について、帰国後の就職状況、職位の変化、日本で修得し
た技術・技能・知識の活用状況などを把握することにより、技能実習生の帰国後の実態を明らかにし、技能実習
制度の適正・円滑な運用を図るための基礎資料とすることを目的とする。

１．調査趣旨

２．調査対象

３．調査方法

４．有効回答数・回収率

技能実習を修了した技能実習生（平成30年度までは技能実習２号を修了した技能実習生）のうち、令和２年
10月１日から令和3年１月31日までの間に帰国（予定を含む）した国籍がベトナム、中国、インドネシア、フィリピ
ン及びタイの者。

（１）調査対象者の所属する監理団体及び企業単独型実習実施者に対し、対象人数分の母国語調査票とオンラ
イン調査による回答方法の案内書を送付し、調査対象者への配付を依頼。

（２）調査対象者は帰国後に調査票に回答し、母国から外国人技能実習機構調査事務局に調査票を返送、また
は母国からオンラインにより回答。

（３）回答は無記名、多肢選択方式（一部自由記述欄あり）。

調査対象数 有効回答数 回収率

15,918 1,858 11.7%

1

（別添１）
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9

帰国後の就職状況（職種別）

農業 漁業 建設 食品製造 繊維・衣服 機械・金属 その他

帰
国
後
の
就
職
状
況

雇用されて働いている 21.2％ 9.7％ 14.8％ 16.0％ 45.0％ 25.3％ 20.7％

雇用されて働くことが
決まっている

6.6％ 9.7％ 12.3％ 6.4％ 17.0％ 10.5％ 9.8％

起業している 25.3％ 22.6％ 30.9％ 13.5％ 6.0％ 16.8％ 17.8％

上記３つの合計（※） 53.1％ 42.0％ 58.0％ 35.9％ 68.0％ 52.6％ 48.3％

進学している 1.7％ 6.5％ 1.2％ 0.0％ 2.0％ 1.7％ 1.5％

仕事を探している 19.5％ 25.8％ 19.8％ 26.3％ 15.0％ 23.6％ 28.8％

技能実習３号で戻る 10.0％ 6.5％ 4.3％ 14.7％ 5.0％ 3.4％ 3.9％

建設（造船）特定活動
で戻る

0.0％ 0.0％ 0.6％ 0.0％ 0.0％ 0.6％ 0.6％

特定技能で日本に戻る 5.0％ 0.0％ 3.1％ 3.8％ 3.0％ 3.1％ 1.2％

何もしていない 5.0％ 9.7％ 6.8％ 12.2％ 6.0％ 7.0％ 9.3％

その他 4.6％ 3.2％ 3.1％ 5.8％ 1.0％ 4.5％ 3.5％

無回答 1.2％ 6.5％ 3.1％ 1.3％ 0.0％ 3.4％ 3.1％

仕
事
の
内
容

実習と同じ仕事 39.1％ 15.4％ 30.9％ 48.2％ 70.6％ 49.3％ 45.2％

実習と同種の仕事 16.4％ 15.4％ 11.7％ 16.1％ 13.2％ 19.6％ 13.2％

上記２つの合計（※） 55.5％ 30.8％ 42.6％ 64.3％ 83.8％ 68.9％ 58.4％

実習と異なる仕事 38.3％ 61.5％ 41.5％ 21.4％ 11.8％ 25.5％ 27.2％

無回答 6.3％ 7.7％ 16.0％ 14.3％ 4.4％ 5.6％ 14.4％

（※）四捨五入の関係で値が完全に一致しない場合がある。 15 



10

帰国後の就職状況（国籍別）

ベトナム 中国 インドネシア フィリピン タイ

帰
国
後
の
就
職
状
況

雇用されて働いている 12.5％ 35.1％ 5.9％ 29.5％ 27.0％

雇用されて働くことが
決まっている

5.0％ 12.5％ 7.5％ 15.5％ 5.1％

起業している 10.8％ 12.5％ 35.2％ 12.0％ 5.9％

上記３つの合計（※） 28.3％ 60.1％ 48.6％ 57.0％ 38.0％

進学している 0.8％ 0.0％ 4.0％ 0.0％ 2.1％

仕事を探している 37.5％ 22.2％ 23.1％ 24.0％ 23.6％

技能実習３号で戻る 2.5％ 1.8％ 8.1％ 3.5％ 13.5％

建設（造船）特定活動
で戻る

0.8％ 0.5％ 0.0％ 1.6％ 0.0％

特定技能で日本に戻る 1.7％ 0.6％ 6.2％ 2.3％ 2.1％

何もしていない 13.3％ 9.3％ 1.4％ 8.5％ 14.8％

その他 10.0％ 3.0％ 4.7％ 1.2％ 5.1％

無回答 5.0％ 2.6％ 4.0％ 1.9％ 0.8％

仕
事
の
内
容

実習と同じ仕事 50.0％ 53.3％ 25.4％ 48.3％ 74.4％

実習と同種の仕事 11.8％ 20.3％ 13.6％ 14.3％ 7.8％

上記２つの合計（※） 61.8％ 73.6％ 39.0％ 62.6％ 82.2％

実習と異なる仕事 38.2％ 23.5％ 45.7％ 15.0％ 14.4％

無回答 0.0％ 3.0％ 15.4％ 22.4％ 3.3％

（※）四捨五入の関係で値が完全に一致しない場合がある。
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11

帰国後の就職状況（実習区分別）

１号 ２号 ３号

帰
国
後
の
就
職
状
況

雇用されて働いている 37.6％ 19.8％ 10.8％

雇用されて働くことが
決まっている

7.6％ 10.6％ 10.4％

起業している 15.9％ 20.5％ 13.1％

上記３つの合計（※） 61.1％ 50.9％ 34.3％

進学している 1.1％ 1.5％ 1.9％

仕事を探している 17.7％ 24.8％ 34.0％

技能実習３号で戻る 4.6％ 6.2％ 5.0％

建設（造船）特定活動
で戻る

0.4％ 0.3％ 0.8％

特定技能で日本に戻る 4.1％ 1.7％ 5.0％

何もしていない 5.9％ 7.3％ 12.7％

その他 2.6％ 4.0％ 4.6％

無回答 2.4％ 3.3％ 1.5％

仕
事
の
内
容

実習と同じ仕事 54.3％ 43.7％ 36.0％

実習と同種の仕事 13.6％ 17.2％ 15.7％

上記２つの合計（※） 67.9％ 60.9％ 51.7％

実習と異なる仕事 25.4％ 29.9％ 30.3％

無回答 6.8％ 9.2％ 18.0％

（※）四捨五入の関係で値が完全に一致しない場合がある。
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